
 

 

 

 

 

1. 日本語・日本文化研修プログラムとは 

日本政府（文部科学省）から奨学金支給を受ける「国費外国人留学生」を対象としたプログラムです。日本語能力

を高めるだけでなく、日本を対象とした研究を行う上で必要となる知識や技能及び社会で役立つ日本語・日本文

化に関するさまざまな知識を身につけることを目指します。 

 

2. 研修・コースの概要 

本プログラムは、2つのコースに分かれています。具体的な修了要件や科目の詳細については、文部科学省HP及

び本学 HPに掲載のコースガイドを参照してください。 

 

（a） 日本事情・日本文化研修コース 

日本事情・日本文化に関わる研修を主とし、補助的に日本語能力の向上のための研修を行うものです。日本語能

力を高めるとともに、日本を対象とした研究を行う上で必要となる知識、技能を身につけます。1 年間に 24単位

以上を取得し、口頭試問の合格及び修了レポートを提出します。 

 

（b） 日本語能力向上コース 

日本語能力向上のための研修を主とし、補助的に日本事情・日本文化に関する研修を行うものです。日本語能力

を高め、社会で役立つ日本語・日本文化の知識を身につけます。1年間に 24単位以上を取得し、指導教員が認め

た日本語による学習成果物を提出します。 

 

3. 受入定員 

10名 

-大使館推薦 8名・・・本学との交流協定にかかわらず応募することが可能です。詳しくは、各国の日本大使館また 

は、総領事館に問い合わせてください。 

-大学推薦 2名・・・本学と学生交流協定を締結している外国の大学正規課程に在籍する外国籍の学部学生で、 

所属大学から公式に推薦を受けた者のみ、応募可能です。具体的な要件や手続については、 

「7. 大学推薦出願手続」を確認してください。 

 

4. 期間 

-研修期間・・・2026年 9月中旬～2027年 8月 31日  

-在籍期間・・・2026年 10月 1日～2027年 8月 31日 

-奨学金支給期間・・・2026年 10月～2027年 8月 
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5. 奨学金等 

-奨学金・・・月額 117，000円 

-旅費・・・国籍国居住地最寄りの国際空港～日本国内国際空港の往復航空券支給 

※旅行日程・経路等は文科省指定 

※国内旅費、空港税、空港使用料、旅行保険料、携行品に関わる経費等は自己負担 

 

6. 指導体制 

-指導教員・・・各学生に 1名 

-学生チューター・・・各学生に 1名 ※渡日から 6 ヶ月間 

 

7. 大学推薦出願手続 ※大使館推薦との併願不可 

（1） 応募者の資格及び条件 

①日本の大学において日本語能力及び日本文化の理解の向上のための教育を受けることを目的として、新たに

外国から留学する者 

②日本政府が承認している国の国籍を有する者 ※日本国籍を有する者は対象外 

③1996年４月２日から 2008年４月１日までの間に出生した者 

④渡日及び帰国時点で外国（日本国以外）の大学の学部に在学しており、日本語・日本文化に関する分野を専攻し、

少なくとも２年間日本語を学習している者 ※プログラム期間中に外国の大学を卒業する者は対象外 

⑤日本語能力検定（JLPT）N2合格相当のレベル以上 

⑥日本留学について心身ともに支障がない者 

⑦日本研究に意欲的であり、１年間積極的な姿勢で本プログラムの学習に専念する意志を有する者 

 

（2） 出願書類 ※すべての書類は日本語または英語で記入・発行 

①日本語・日本文化研修プログラム申請書（文科省指定様式） ※必ず別紙の記入要領を参照してください。 

②パスポートの写し又は本国での戸籍証明書 

③在籍大学の在籍証明書 

④在籍大学の成績証明書（在籍年次までの全学年分） ※日本語・日本文化に関する科目に印をつけてください。 

⑤在籍大学の熊本大学長宛推薦状 ※熊本大学長宛でない場合、受理できません。 

⑥日本語能力を証明する文書（JLPTの証明書等） 

⑦写真データ（４５㎜×３５㎜） 

⑧健康診断書（熊本大学指定様式） 

⑨熊本大学国際交流会館入居申請書 

⑩希望所属学部等確認書 

⑪在留資格認定証明書交付申請書 ※国籍国以外の在外公館にて査証申請を行う場合のみ提出 

 

(3) 出願期限・書類提出先 ※必ず担当者を通じて出願してください。 

-出願期限・・・各協定校担当者へ別途お知らせします。 

-書類提出先・・・熊本大学 国際教育課 （E-mail: gji-ryugaku[a]jimu.kumamoto-u.ac.jp） 

※[a]を＠に置き換えて送信してください。 



【別紙】 ①日本語・日本文化研修プログラム申請書（文科省指定様式）記入要領 

 

「17.日本での学習計画」「18.卒業後の計画（進学、職業など）」の欄について 

これらの欄は、申請者が、日本での留学をどのように位置づけ、留学経験をどのように活かすつもりであるのか

を知るための重要な資料となります。以下の点を含めながら、詳細かつ具体的に記入してください。 

 

 

17.日本での学習計画 

以下の点を含めてください。 

 

・本学を留学先に選んだ理由 

 

・留学中の学習計画 

どのようなことを学びたいか、どのように学習を進めるか、どのような科目を履修したいか 

 

・留学準備の実施状況 

これまでどのような学習を行い、準備を進めてきたか 

 

・国際交流活動計画 

自国と日本との相互理解に貢献するため、地域活動等どのような活動を行う予定であるか 

 

 

18.卒業後の計画（進学、職業など） 

以下の点を含めてください。 

 

・進路及び目標 

留学経験をどのように活かし、どのような進路に進みたいと考えているか 

 

・卒業後の国際交流活動計画 

自国と日本との架け橋となるため、どのような活動を行いたいと考えているか 

 


